
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】研削に必要とされる最適な力で押さえることで

、研削作業が誰でも実施できる研磨ディスクを提供する

。

【解決手段】研磨シート２を配列した基盤３に突出部４

を備え、その突出部４は基盤３の径外方向に突出してい

る。研磨部材２が軽い場合、回転駆動機１００に取り付

けた研磨ディスク１が、高速回転することで、強制的に

気流Ｆを、基盤３の突出部４の斜面に当たり、気流Ｆが

研磨ディスク１全体を、研磨対象物に押さえるように働

く。また、研磨部材２が重い場合、基盤３に主翼部を備

え、研磨ディスク１が、高速回転することで、気流Ｆは

主翼部上部に流れ、上部の圧力降下により研磨対象物か

ら浮き上がるように働く。

【選択図】　　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
デ ィ ス ク グ ラ イ ン ダ ー （ １ ０ ０ ） 等 の 回 転 駆 動 機 の 回 転 軸 （ １ ０ ） に 固 定 さ れ る 円 盤 状 の
基 盤 （ ３ ） と 、 そ の 表 面 側 に 設 け ら れ た 研 磨 部 材 （ ２ ） と か ら な る 研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） に
お い て 、
基 盤 （ ３ ） に 突 出 部 （ ４ ） 備 え 、 そ の 突 出 部 （ ４ ） は 基 盤 （ ３ ） の 径 外 方 向 に 突 出 す る よ
う に 、 複 数 設 け た こ と を 特 徴 と す る 研 磨 デ ィ ス ク 。 （ 図 １ ）
【 請 求 項 ２ 】
研 磨 部 材 （ ２ ） の 重 量 に よ り 、 基 盤 （ ３ ） か ら 径 外 方 向 に 突 出 し た 突 出 部 （ ４ ） は 、 角 度
・ 形 状 が 違 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 デ ィ ス ク 。 （ 図 ２ － Ａ ， 図 ３ － Ａ ）
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
［ 考 案 の 属 す る 技 術 ］
【 ０ ０ ０ １ 】
本 願 考 案 は 、 デ ィ ス ク グ ラ イ ン ダ ー （ １ ０ ０ ） 等 の 回 転 駆 動 機 の 回 転 軸 （ １ ０ ） に 取 付 け
固 定 し て 使 用 す る 研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） の 改 良 に 関 す る 。
［ 従 来 の 技 術 ］
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 か ら 、 硬 い 金 属 を 削 る 場 合 、 研 磨 デ ィ ス ク や オ フ セ ッ ト 砥 石 を デ ィ ス ク グ ラ イ ン ダ ー
に 取 り 付 け 、 作 業 者 が 強 く デ ィ ス ク グ ラ イ ン ダ ー を 押 し 付 け て 研 削 作 業 を 実 施 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 場 合 、 作 業 者 が 常 に 強 く グ ラ イ ン ダ ー を 押 さ え る こ と に な り 、 作 業 者 が 疲 れ る こ と が
多 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 研 削 作 業 に 伴 い 研 磨 対 象 物 と 研 磨 シ ー ト （ ２ ） と の 間 に 摩 擦 熱 が 発 生 す る も の で あ
り 、 必 要 以 上 に 作 業 者 が 研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） を 取 り 付 け た デ ィ ス ク グ ラ イ ン ダ ー （ １ ０ ０
） を 押 さ え て 研 削 作 業 を す る と 、 研 磨 シ ー ト （ ２ ） の 劣 化 や 研 磨 対 象 物 の 表 面 が 変 質 す る
恐 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
反 対 に 、 研 磨 部 材 （ ２ ） が 非 常 に 重 た い 場 合 、 作 業 者 は 適 度 な 力 で デ ィ ス ク グ ラ イ ン ダ ー
（ １ ０ ０ ） を 持 ち 上 げ な が ら 、 研 磨 部 材 （ ２ ） を 研 磨 対 象 物 に 当 て る 必 要 が あ り 、 熟 練 者
し か 研 削 作 業 が で き な か っ た 。
［ 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 ］
【 ０ ０ ０ ６ 】
よ っ て 上 記 の 課 題 か ら 、 本 願 考 案 は 研 削 に 必 要 と さ れ る 最 適 な 力 で 押 さ え る こ と で 、 研 削
作 業 が 誰 で も 実 施 で き る 研 磨 デ ィ ス ク を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
［ 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 ］
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 考 案 は 、 研 磨 シ ー ト （ ２ ） を 表 面 に 配 列 し た 円 盤 状 物 体
で あ り 、 グ ラ イ ン ダ ー 等 の 回 転 駆 動 機 （ １ ０ ０ ） に 取 り 付 け る こ と に よ り 、 対 象 物 を 研 磨
す る こ と が で き る 研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） に お い て 、 こ の 研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） に は 基 盤 （ ３ ）
と 突 出 部 （ ４ ） と を 備 え 、 基 盤 （ ３ ） は 、 平 面 視 が 円 盤 状 で あ っ て 、 そ の 中 心 穴 （ ５ ） を
回 転 駆 動 機 （ １ ０ ０ ） の 回 転 軸 （ １ ０ ） に 取 り 付 け 可 能 な も の で あ り 、 突 出 部 （ ４ ） は 基
盤 （ ３ ） の 径 外 方 向 に 突 出 す る よ う に 複 数 設 け た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 考 案 に よ り 、 研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） の 回 転 に 伴 っ て 発 生 す る 気 流 Ｆ は 、 研 磨 デ ィ ス ク （
１ ） の 回 転 中 、 常 時 、 基 盤 （ ３ ） 裏 面 を 押 さ え る 効 果 が あ る 。 （ 図 ２ － Ｂ ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の こ と で 作 業 者 は 、 研 削 作 業 中 、 研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） を 取 り 付 け た デ ィ ス ク グ ラ イ ン ダ
ー 等 の 回 転 駆 動 機 （ １ ０ ０ ） を 、 無 理 に 強 く 押 さ え な く て も 、 研 削 作 業 が 実 施 で き る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
反 対 に 、 研 磨 部 材 （ ２ ） が 非 常 に 重 い 場 合 、 基 盤 （ ３ ） の 突 出 部 （ ４ ） の 斜 面 （ ６ ） を 上
記 と 逆 に す る こ と で 、 研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） の 回 転 に 伴 っ て 発 生 す る 気 流 Ｆ は 、 主 翼 部 （ ７
） の 上 部 （ ８ ） を 流 れ 、 基 盤 （ ３ ） 側 上 部 の 圧 力 が 下 が り 浮 き 上 が る 方 向 に 働 く 。
【 ０ ０ １ １ 】
以 上 か ら 、 基 盤 （ ３ ） の 径 外 方 向 に 突 出 し た 突 出 部 （ ４ ） や 主 翼 部 （ ７ ） を 、 研 磨 デ ィ ス
ク （ １ ） 重 量 に よ り 使 い 分 け る こ と で 、 最 適 な 押 さ え る 力 を 研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） に 与 え る
こ と が で き る の で 、 初 心 者 で も 熟 練 者 で も 同 じ 研 削 作 業 が 実 施 で き る こ と を 提 供 す る 。
［ 考 案 の 実 施 の 形 態 ］
【 ０ ０ １ ２ 】
以 下 、 添 付 の 図 面 と 共 に 考 案 実 施 の 態 様 を 説 明 す る が 、 例 示 は 単 に 説 明 用 の も の で 、 発 想
思 想 の 制 限 又 は 限 定 を 意 味 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 願 考 案 の 研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 デ ィ ス ク グ ラ イ ン ダ ー 等 の 回 転 駆
動 機 （ １ ０ ０ ） の 回 転 軸 （ １ ０ ） に 取 り 付 け て 用 い る も の で あ る 。 こ の 回 転 デ ィ ス ク （ １
） の 基 本 的 な 構 成 は 、 従 来 の 研 磨 デ ィ ス ク と 同 様 で あ り 、 回 転 駆 動 機 （ １ ０ ０ ） の 回 転 軸
（ １ ０ ） か ら 動 力 を 伝 達 さ れ て 回 転 す る 基 盤 （ ３ ） の 一 方 側 の 面 に 、 サ ン ド ペ ー パ ー や 超
硬 ・ ダ イ ヤ モ ン ド 等 の 研 磨 シ ー ト を 取 り 付 け た 円 盤 状 物 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
基 盤 （ ３ ） に は 、 図 ２ － Ａ に 示 す よ う に 、 突 出 部 （ ４ ） が 設 け ら れ て い る 。 基 盤 （ ３ ） は
、 本 例 に お い て は 、 外 観 が 円 環 状 の も の で あ り 、 合 成 樹 脂 に て 作 ら れ て い る 。
突 出 部 （ ４ ） が 基 盤 （ ３ ） の 径 外 方 向 に 、 基 盤 （ ３ ） と 一 体 に 設 け ら れ 、 そ の 反 対 側 の 面
に 研 磨 シ ー ト （ ２ ） が 接 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
基 盤 （ ３ ） に 接 着 さ れ る 研 磨 シ ー ト （ ２ ） は 、 サ ン ド ペ ー パ ー の よ う に 、 紙 や 布 等 か ら な
る シ ー ト の 一 方 の 面 に ダ イ ヤ モ ン ド 粒 等 の 砥 粒 を 塗 布 し た も の で あ る 。 本 例 に お い て は 、
こ の 研 磨 シ ー ト （ ２ ） を 長 方 形 に カ ッ ト し た も の を 周 方 向 に 重 な り 合 う よ う に 配 列 し 、 接
着 剤 等 に よ っ て 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 研 磨 シ ー ト （ ２ ） は 、 上 記 の サ ン ド ペ ー パ ー の 他 に 、 砥 石 や 超 硬 な ど の 研 磨 部 材 で も
構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
突 出 部 （ ４ ） は 側 面 視 に お い て 、 基 盤 （ ３ ） に 対 し て 角 度 を 持 っ て 形 成 さ れ て い る 。
具 体 的 に は 図 ２ － Ｂ に 示 す よ う に 、 研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） の 回 転 方 向 Ｒ に 従 い 、 図 示 上 方 に
向 か い 傾 斜 す る よ う に 形 成 し た も の で あ る 。 （ 図 ２ ）
【 ０ ０ １ ８ 】
研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） が 回 転 す る こ と で 、 突 出 部 （ ４ ） の 斜 面 （ ６ ） に 気 流 Ｆ を 当 て る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 上 は 、 研 磨 部 材 （ ２ ） が 一 般 的 に 軽 い 場 合 で あ る が 、 ダ イ ヤ モ ン ド 等 か ら 成 る 研 磨 部 材
（ ２ ） の 重 量 が 重 い 場 合 、 主 翼 部 （ ７ ） は 側 面 視 に お い て 基 盤 （ ３ ） に 対 し て 角 度 を 持 っ
て 形 成 さ れ て い る 。
具 体 的 に は 、 図 ３ － Ｂ に 示 す よ う に 、 研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） の 回 転 方 向 Ｒ に 従 い 、 図 示 上 方
に 向 か い 傾 斜 す る よ う に 形 成 し た も の で あ る 。 （ 図 ３ ）
［ 考 案 の 効 果 ］
【 ０ ０ ２ ０ 】
研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） の 回 転 に 伴 っ て 、 突 出 部 （ ４ ） の 斜 面 （ ６ ） に 、 気 流 Ｆ が 当 た る 。 そ
し て 、 こ の 気 流 Ｆ は 研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） 全 体 を 均 等 に 押 さ え る 効 果 が あ る の で 、 作 業 者 が
研 削 作 業 を 実 施 す る 際 、 無 理 に 押 さ え な く て も 作 業 が で き る 。 ま た 、 基 盤 （ ３ ） に 主 翼 部
（ ７ ） を 設 け た 構 造 に す る と 、 気 流 Ｆ は 研 磨 デ ィ ス ク （ １ ） を 研 磨 対 象 物 か ら 、 浮 き 上 が
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ら せ る よ う に 働 く 。
こ れ ら か ら 、 最 適 な 押 さ え る 力 を 、 基 盤 （ ３ ） の 突 出 し た 突 出 部 （ ４ ） 、 及 び 主 翼 部 （ ７
） に よ り 設 定 で き る の で 、 作 業 者 は 楽 に 研 削 作 業 を 実 施 で き 、 押 さ え す ぎ に よ る 研 磨 対 象
物 の 表 面 が 変 質 す る 課 題 を 、 防 止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 願 考 案 に 係 る 研 磨 デ ィ ス ク の 、 回 転 駆 動 機 へ の 取 り 付 け 方 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 研 磨 部 材 の 重 量 が 軽 い 場 合 の 、 （ Ａ ） は 本 願 考 案 に 係 る 研 磨 デ ィ ス ク を 示 す 斜 視
図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 同 側 面 視 の 要 部 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 研 磨 部 材 の 重 量 が 重 い 場 合 の 、 （ Ａ ） は 本 願 考 案 に 係 る 研 磨 デ ィ ス ク を 示 す 斜 視
図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 同 側 面 視 の 要 部 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 … 本 願 考 案 に 係 る 研 磨 デ ィ ス ク
２ 　 　 　 … 研 磨 部 材 　 及 び 　 研 磨 シ ー ト
３ 　 　 　 … 基 盤
４ 　 　 　 … 突 出 部
５ 　 　 　 … 基 盤 の 中 心 穴
６ 　 　 　 … 突 出 部 の 斜 面
７ 　 　 　 … 主 翼 部
８ 　 　 　 … 主 翼 部 の 上 部
１ ０ 　 　 … 回 転 軸
１ ０ ０ 　 … デ ィ ス ク グ ラ ン イ ン ダ ー 等 の 回 転 駆 動 機
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【 図 ３ 】
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